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平成３１年３月２５日 

ソーシャルケアサービス研究協議会 

 

＜ソーシャルケアサービス研究協議会構成団体（15 団体）＞ 

日本社会福祉士会 日本精神保健福祉士協会 日本医療社会福祉協会 

日本ソーシャルワーカー協会 日本介護福祉士会 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 

日本介護福祉士養成施設協会 日本社会福祉学会 日本地域福祉学会 

日本ソーシャルワーク学会 日本介護福祉学会 日本福祉教育・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学習学会 

日本医療社会福祉学会 全国社会福祉法人経営者協議会 社会福祉研究所 
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令
和
2
年
2
月
1
9
日
(水
)

大
阪
府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

江
口

晋

第
2
回
子
ど
も
家
庭
福
祉
に
関
し
専
門
的
な
知
識
・技

術
を
必
要
と
す
る
支
援

を
行
う
者
の
資
格
の
在
り
方
そ
の
他
資
質
の
向
上
策
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

提
出

資
料
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児
童
福
祉
司
の
資
格
化
に
つ
い
て

2

●
①
法
律
上
強
い
権
限
を
行
使
す
る
児
童
相
談
所
に
お
い
て
は
、
責
任
の
所
在
が
明
確
で
あ
る
必
要

が
あ
り
、
現
時
点
で
は
地
方
自
治
事
務
の
枠
組
み
の
中
で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
専
門
職
集
団

を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
そ
の
た
め
に
は
、
採
用
計
画
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
人
材
育
成
の
計
画
を
一
体
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

➡
児
童
相
談
所
職
員
を
含
め
た
福
祉
専
門
職
全
体
を
見
据
え
た
地
方
自
治
体
毎
の
戦
略
を

持
っ
た
推
進
計
画
の
策
定
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
採
用
時
の
資
格
要
件
の

ハ
ー
ド
ル
を
高
く
設
定
す
る
と
必
要
な
採
用
数
の
確
保
が
困
難
と
な
る
た
め
、
一
定
の

専
門
性
を
有
す
る
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
上
で
入
口
は
広
く
し
て
お
い
た
方
が
望
ま
し
い
。

●
①
児
童
相
談
所
で
は
、
座
学
に
加
え
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と

い
っ
た
専
門
職
的
な
育
成
・
指
導
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
権
限
行
使

o
r行

政
機
関
と
し
て

の
組
織
的
・
専
門
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
必
要
で
あ
る
。

②
そ
の
た
め
に
は
、
概
ね

5
年
程
度
の
児
童
相
談
所
で
の
実
務
経
験
の
Ｓ
Ｖ
に
加
え
、

1
0
～

1
5
年

程
度
の
現
場
で
の
実
務
経
験
と
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
職
員
が
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。

➡
1

0
～

1
5
年
の
児
童
相
談
所
で
の
実
務
経
験
を
有
し
高
い
専
門
性
の
あ
る
職
員
に
資
格
を

付
与
す
る
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
年
次
の
職
員
は
現
場
か
ら
長
期
間

離
れ
る
こ
と
は
困
難
か
つ
激
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
な
ど

簡
便
な
手
法
が
望
ま
し
く
、
併
せ
て
給
与
処
遇
面
で
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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児
童
相
談
所
専
門
児
童
福
祉
司
（
仮
称
）

地
方
公
務
員

児
童
相
談
所
専
門
児
童
福
祉
司
（
仮
称
）

児
童
福
祉
司
任
用
資
格
を
有
す
る
者
を
対
象
と
し
た
採
用
試
験
（
福
祉
専
門
職
採
用
）

（
地
方
公
務
員
採
用
試
験
）
受
験
・
合
格

児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
自
治
体
が
福
祉
専
門
職
と
し
て
採
用
（
地
方
公
務
員
福
祉
専
門
職
）

児
童
福
祉
司
任
用
後
研
修

＋
児
童
相
談
実
務
経
験
５
年

児
童
福
祉
司
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修
受
講

教
育
指
導
児
童
福
祉
司

専
門
児
童
福
祉
司
研
修
（
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
）
＋
児
童
相
談
実
務
経
験
（
Ｓ
Ｖ
含
む
）
５
年

専
門
児
童
福
祉
司

3
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4

福
祉
部
配
属
の
社
会
福
祉
職
の
配
置
数

（
H3

0.
12

.1
7
現
在
）
 

他
部
含
め
、
52

8
名
 

 相
談
系
の
中
で
児
童
相
談
の
比
率
が
高
く
、
半
数

近
い

46
％
を
占
め
て
い
る
。
 

平
成

3
0
年

1
2
月

1
7
日

 

      

【
参
考
】
社

 

福
祉
専
門
職
の
適
切
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

 

 ◯
増
加
す
る
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
対
応
、
障
が
い
者
の
地
域
生

 

活
移
行
支
援
、
生
活
困
窮
者
対
策
等
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
府
民
ニ
 

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
職
員
（
専
門
職
）
の
育
成
が
急
務
。
 

◯
人
材
育
成
に
は
座
学
中
心
の
「
研
修
」
の
充
実
と
並
ん
で
、「

適
切
な
ジ

 

ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
特
定
の
分
野
に
偏
る
こ
と
な
く
、
若

 

手
の
う
ち
に
複
数
の
分
野
を
経
験
す
る
こ
と
が
重
要
。

 

 

◯
「
相
談
系
と
施
設
系
」、
「
出
先
と
本
庁
」
間
の
交
流
の
必
要
性
は
過
去

 

 
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
確
固
た
る
ル
ー
ル
（
基
準
）
が
な
く

, 

「
や
れ
る
範
囲
内
で
」
の
対
応
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

 

◯
同
一
職
場
で
の
長
期
在
籍
や
同
分
野
間
で
の
異
動
が
大
勢
を
占
め
る
。
 

◯
「
男
女
比
の
不
均
衡
」
と
「
施
設
職
場
の
同
性
介
助
」、
「
育
児
中
の
職

員
の
増
加
」
と
「
夜
勤
等
が
あ
る
施
設
職
場
、
夜
間
の
緊
急
出
動
が
あ

る
虐
待
対
応
課
」
等
の
制
約
が
結
果
的
に
人
事
異
動
の
多
様
性
を
阻
害
。 

背
 
景
 

課
 
題
 

  【
対
象
】

 

◯
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。）

の
対
象
 

 
は

22
才
～

30
才
未
満
（
20

代
）
で
入
庁
し
て
く
る
職
員
。
 

◯
既
存
の
職
員
に
つ
い
て
も
、
概
ね

35
歳
未
満
の
者
は
次
回
の
異
動
時
か

ら
、
当
該
方
針
に
準
じ
、
配
転
先
を
決
定
。
 

◯
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
対
象
期
間
終
了
後
（
概
ね

30
代
半
ば
以
降
）
は
本
人
 

 
の
適
性
等
を
踏
ま
え
配
置
先
を
決
定
（
あ
る
程
度
、
特
定
し
た
分
野
で
の

異
動
も
あ
り
）。

 

◯
30

才
前
後
～
40

才
で
入
庁
し
て
く
る
者
は
、
当
該
方
針
に
拠
ら
ず
、
過
 

 
去
の
職
歴
や
本
人
の
適
性
等
を
見
極
め
、
個
別
に
異
動
ス
パ
ン
や
配
置
先

を
決
定
。
 

 【
社
会
福
祉
職
】

 

◯
若
手
職
員
の
間
に
原
則
３
年
（
～
４
年
）
ス
パ
ン
で
「
相
談
系
職
場
」
と

「
施
設
系
職
場
」、
「
児
童
」「

障
が
い
」「

女
性
」「

生
活
保
護
」
と
い
っ

た
分
野
を
横
断
し
た
人
事
異
動
に
よ
り
、
３
～
４
か
所
の
職
場
を
経
験
。
 

◯
原
則
、
採
用
後

10
年
間
で
、「

相
談
系
」
と
「
施
設
系
」
を

1
か
所
ず
つ

経
験
。
適
性
に
よ
っ
て
は
、
本
庁
も
経
験
。
 

◯
支
援
対
象
者
別
の
区
分
で
も
極
力
、
異
な
る
分
野
へ
の
異
動
と
な
る
よ
う

配
慮
。（

児
童
⇒
障
が
い

et
c）

 

 【
心
理
職
】

 

◯
若
手
職
員
の
間
に
原
則
３
年
（
～
４
年
）
ス
パ
ン
で
「
児
童
」、
「
障
が
い

（
or

女
性
）」

の
分
野
を
そ
れ
ぞ
れ
経
験
。
 

◯
原
則
、
採
用
後

10
年
間
で
、「

相
談
系
」
と
「
施
設
系
」
を

1
か
所
ず
つ

経
験
。
適
性
に
よ
っ
て
は
、
本
庁
も
経
験
。
 

 【
児
童
自
立
支
援
専
門
員
、
児
童
生
活
支
援
員
】

 

◯
修
徳
学
院
で
の
勤
務
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
本
人
の
適
性
等
を
考
慮
し
、
 

 
他
所
属
へ
も
配
置
。

 

異
動
方
針

 
 ①

ル
ー
ル
づ
く
り

 
 

や
れ
る
範
囲
で
の
対
応
で
は
組
織
上
の
必
要
性

 

が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
ル
ー
ル
化
が
必
要
。
 

 ②
対
象
の
範
囲

 
 

「
長
期
的
な
人
材
育
成
」
と
「
組
織
上
の
必
要

性
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
 

 ③
効
率
か
つ
効
果
的
な
配
転
ル
ー
ト

 
 

全
分
野
の
経
験
は
困
難
な
た
め
、
必
要
最
小
限

の
効
果
が
得
ら
れ
る
大
き
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
。

 

 ④
適
切
な
異
動
ス
パ
ン

 
 

「
知
識
」
だ
け
な
く
、
自
ら
担
当
と
し
て
当
該

業
務
に
習
熟
す
る
の
に
必
要
最
低
限
度
の
期

間
。
 

方
向
性
 

参
 
考
 

所
属
 

配
置
 

形
態
 

小
計
 

対
象

 
内
数
 

本
庁
 

28
 

―
 

28
 

―
 

28
 

自
立

C 
10

 

施
設
系

 
15

7 

障
が
い
者
施
設

 
77
 

砂
川

C 
67

 

児
童
一
保

 
54

 

児
童
施
設

 
80
 

修
徳
 

15
 

ラ
イ
フ

 
11

 

障
相

C 
19

 

相
談
系

 
27

1 

児
童
以
外
の

 

相
談

 
61
 

女
相

C 
13

 

生
保
 

29
 

児
童
相
談

 
21

0 
児
童
相
談

 
21

0 

計
 

45
6 

―
 

45
6 

―
 

45
6 
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大
阪
府
に
お
け
る
児
童
相
談
所
職
員
の
研
修

府 職 員 福 祉 専 門 職 児 相 職 員

新 規 採 用

職 員 研 修

福 祉 部 新 採 ・

新 任 職 員 研 修

児 相 新 採 ・

新 任 職 員 研 修

児 童 福 祉 司

任 用 後 研 修

2
～
6
年
目 4
～
1
0
年
目

対
人
援
助
基
礎
研
修

福
祉
制
度
理
解

7
～
1
0
年
目

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

福
祉
施
策
の
現
状
と
課
題
、
関
係
諸
分
野
・
制
度
等

7
～
1
0
年
目

困
難
事
例
へ
の
支
援
技
術

主
査
級
以
上

・
戦
略
的
思
考
力
、
ｽｰ
ﾊﾟ
ｰﾋ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾝ

・
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰｼ
ｯﾌ
ﾟﾏ
ﾈｼ
ﾞﾒ
ﾝﾄ
等

1
～
3
年
目

概
ね
採
用
か
ら

1か
月
ま
で

半
年
～
1年

後

分
野
別
研
修

そ
の
他
専
門
研
修

概
ね
採
用
15
年
目
程
度

相
談
支
援
技
術
研
修
（
基
礎
・応

用
）

府
全
体
で
も
、
採
用
年
次
及
び

職
階
に
応
じ
た
研
修
を
実
施

※
各
分
野
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
を
抜
粋

5
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大
阪
府
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

職
員
研
修
の
状
況
①

本
庁
の
福
祉
総
務
課
・
家
庭
支
援
課
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
連
携
・
分
担
し
て
実
施
し
て
い
る
（
＊
印
は
任
用
後
研
修
対
象
）

研
修
の
種
類

研
修
名

対
象
者

研
修
内
容

講
師
等

Ａ
基
礎
研
修

新
規
採
用
職
員
研
修

心
理
初
任
者
研
修

対
人
援
助
基
礎
研
修
＊

福
祉
制
度
理
解

障
が
い
の
理
解
・
虐
待
防
止
制
度

新
採
職
員

新
採
職
員

1
～
3
年
目

2
～
6
年
目

4
～
6
年
目

福
祉
行
政
の
概
要
等

心
理
面
接
・
診
断
、
心
理
療
法

ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
、
二
次
受
傷
等

各
福
祉
分
野
の
制
度
と
事
業

精
神
障
が
い
等
の
理
解

各
所
属

心
理
職

外
部
・
所
長
等

本
庁
各
課

心
理
職
等

Ｂ
実
務
研
修

困
難
事
例
へ
の
支
援
技
術
＊

福
祉
施
策
の
現
状
と
課
題

4
～
1
0
年
目

7
～
1
0
年
目

支
援
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

国
や
府
の
施
策
・
事
業
の
現
状

外
部
研
究
者

外
部
研
究
者

Ｃ
体
験
型
研
修

府
立
施
設
体
験
研
修

4
～
1
0
年
目

特
別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験

府
立
施
設

Ｄ
専
門
研
修

福
祉
の
動
向

関
係
諸
分
野
・
制
度

全
福
祉
職

7
～
1
0
年
目

福
祉
の
最
新
の
動
向

就
労
・
教
育
・
医
療
・司

法
等

外
部
・
本
庁
各
課

本
庁
各
課

Ｅ
指
導
者
育
成
研
修

プ
レ
ゼ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョン

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョン

戦
略
的
思
考
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

7
年
目

7
～
1
0
年
目

新
任
主
査

新
任
主
査

主
査
級
以
上

基
礎
的
知
識
、
模
擬
実
習

効
果
的
な
会
議
促
進
手
法

政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
等

実
践
ポ
イ
ン
ト
等

危
機
管
理
、
人
材
育
成

人
事
局
主
催

外
部
研
究
者

人
事
局
主
催

外
部
研
究
者

外
部
研
究
者

福
祉
専
門
職
研
修

本
庁
福
祉
総
務
課
が
福
祉
専
門
職
の
リ
ク
ル
ー
ト
・
採
用
・育

成
を
一
貫
し
て
担
当

6
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大
阪
府
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

職
員
研
修
の
状
況
②

全
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
に
加
え
、
各
セ
ン
タ
ー
で
も
実
務
研
修
を
実
施

研
修
の
種
類

研
修
名

研
修
内
容

Ａ
新
任
職
員
研
修

新
任
・
新
採
職
員
研
修

各
課
業
務
と
対
象
者
の
理
解
、
個
人
情
報
保
護
等

Ｂ
分
野
別
研
修

分
野
別
研
修
＊

虐
待
・
非
行
・
施
設
・里

親
・
障
が
い
等
各
分
野
の
相
談
支
援
に
必

要
な
基
本
的
な
知
識
・
技
術
等

Ｃ
相
談
支
援
技
術

研
修

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
基
礎
研
修
＊

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
応
用
研
修
＊

相
談
対
応
課
児
童
心
理
司
基
礎
研

修 非
行
相
談
研
修
・
里
親
推
進
研
修

初
回
面
接
等
相
談
の
流
れ
に
沿
っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
演
習

子
ど
も
と
家
族
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
演
習

児
童
福
祉
司
と
の
連
携
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
心
理
教
育

非
行
相
談
・
里
親
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方

Ｄ
こ
こ
ろ
ケ
ア
研
修

こ
こ
ろ
ケ
ア
研
修

施
設
入
所
児
の
S
S
T
や
ト
ラ
ウ
マ
・
ケ
ア
、
精
神
障
が
い
の
理
解
、
ト

ラ
ウ
マ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
、
T
F
-C
B
T
の
実
践
報
告

Ｅ
各
ワ
ー
キ
ン
グ
及
び

事
業
に
か
か
る
研
修

（
在
宅
性
W
G
・
支
援

技
術
強
化
W
G
等
）

在
宅
性
暴
力
治
療
教
育
Ｇ
研
修

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
ワ
ー
ク
基
礎
研
修

子
育
て
応
援
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
S
V
研
修

被
害
確
認
面
接
技
法
基
礎
研
修

C
R
C
・
M
Y
T
R
E
E
周
知
研
修

性
暴
力
治
療
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
概
要
等

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
ワ
ー
ク
を
実
践
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

保
護
者
を
支
援
す
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
実
践

被
害
確
認
面
接
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術

各
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
保
護
者
を
つ
な
ぐ
た
め
の
基
礎
知
識

F
交
換
研
修

児
童
福
祉
施
設
と
の
交
換
研
修

児
相
職
員
と
施
設
職
員
を
相
互
に
3
日
程
度
受
け
入
れ
る

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
職
員
研
修

中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
研
修
担
当
が
企
画
し
各
セ
ン
タ
ー
職
員
等
が
講
師
を
務
め
る

7
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相
談
支
援
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
介
入
指
導
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
転
換
が
必
要

地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
保
健
・
福
祉
・教
育
の
連
携
が
重
要

●
虐
待
対
応
課
の
創
設
●
児
童
虐
待
等
危
機
介
入
援
助
チ
ー
ム
を
設
置
（弁
護
士
・医
師
と
の
協
働

)

●
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
取
組
み
（
H

6
～
）
●
保
健
師
の
配
置
●
Ｄ
Ｖ
Ｃ
機
能
を
付
加

虐
待
相
談
対
応
は
保
護
者
の
意
図
と
は
関
係
な
く
通
告
を
契
機
と
し
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
の

安
心
安
全
が
優
先
さ
れ
、
時
に
は
保
護
者
に
一
歩
も
妥
協
し
な
い
対
応
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
始
め
る

第
Ⅰ
期
：
相
談
支
援
か
ら
虐
待
対
応
へ
の
転
換

第
Ⅱ
期
：
介
入
保
護
と
法
的
対
応
の
蓄
積

～
本
庁
児
童
相
談
所
主
管
課
長
に
専
門
職
を
配
置

組
織
的
判
断
に
よ
る
「疑
わ
し
き
は
介
入
・保
護
」の
徹
底

弁
護
士
等
へ
の
相
談
に
よ
る
、
家
裁
へ
の
積
極
的
な
申
立
て
（法
的
対
応
の
蓄
積

)

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
に
対
す
る
医
学
的
・心
理
教
育
的
治
療
機
能
の
強
化

児
童
相
談
所
職
員
の
職
場
定
着
・専
門
性
確
保
を
考
慮
し
た
組
織
体
制
の
構
築

●
市
町
村
へ
の
児
童
相
談
所
職
員
派
遣
、
弁
護
士
等
市
町
村
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣

●
市
町
村
職
員
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
研
修
の
実
施
、
専
門
職
チ
ー
ム
の
派
遣

●
中
央
Ｃ
に
診
療
所
「こ
こ
ろ
ケ
ア
」を
設
置
、
集
中
的
な
治
療
・教
育
的
体
制
を
構
築

●
児
童
相
談
所
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
対
応
し
た
柔
軟
な
組
織
体
制
の
検
討

法
の
理
解
と
現
場
で
の
執
行
経
験
の
積
重
ね
が
重
要
視
さ
れ
る
。
保
護
者
と
当
初
対
立
し
て
も
、
早
期
に

養
育
環
境
の
悪
化
を
食
い
止
め
、
傷
ん
だ
養
育
等
の
修
復
を
目
指
し
支
援
し
、
中
に
は
修
復
に
進
む
事
例
も

第
Ⅲ
期
：
初
期
対
応
か
ら
家
庭
養
育
へ
の
移
行
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
構
築

～
本
庁
児
童
・
障
が
い
・
社
会
援
護
課
長
に
専
門
職
の
配
置

2
4
時
間

3
6
5
日
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
期
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
対
応

市
町
村
要
対
協
を
核
と
し
た
地
域
で
の
包
括
的
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

社
会
的
養
護
に
あ
る
児
童
へ
の
支
援
、
家
庭
移
行
支
援
の
強
化

●
す
べ
て
の
通
告
・相
談
を
一
括
し
て
受
理
し
、
初
期
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
介
入
を
含
め
た
対
応
を
行
う

「
相
談
対
応
課
」
を
設
置
（
イ
ン
テ
ー
ク
担
当
を
配
置
）

●
夜
間
休
日
当
直
チ
ー
ム
（常
勤
職
員

2
名
輪
番
制
）
設
置

※
Ｓ
Ｖ
・判
断
職
員
も
輪
番
で

1
名
ス
タ
ン
バ
イ

●
全
セ
ン
タ
ー
に
市
町
村
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

●
社
会
的
養
護
に
あ
る
児
童
を
支
援
す
る
育
成
支
援
課
を
設
置
（家
庭
移
行
推
進
担
当
を
配
置
）

リ
ス
ク
・
ニ
ー
ズ
・リ
ミ
ッ
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
意
識
。
家
族
状
況
の
変
化
が
速
く
（転
居
・流
動
世
帯
等

の
増
加
）子
育
て
不
調
か
ら
急
速
に
重
篤
化
す
る
事
例
の
増
加
。
市
町
村
・警
察
等
と
の
連
携
の
重
要
性
。

区 分
年 度

児
童
虐
待
相
談

対
応
件
数

（
）
内
は
相
談

経
路
が
警
察
等

法
28
条
・

親
権
喪
失
・
停
止

請
求
件
数

本
庁
福
祉
関
係
課

長
級
と
し
て
の
福

祉
専
門
職
の
配
置

第 一 期

H
12

1
,6
02

(
62

)
8

H
13

2
,3
65

(
68

)
4

H
14

2
,4
88

(
70

)
3

H
15

2
,7
82

(
88

)
1
3

第 二 期

H
16

4
,3
49

(
18
9)

1
7

H
17

3
,8
85

(
14
9)

1
6

1名

H
18

3
,1
95

(
14
8)

1
6

1名

H
19

2
,9
97

(
18
6)

2
8

1名

H
20

2
,9
95

(
27
6)

2
2

1名

H
21

3
,2
70

(
43
6)

1
9

2名

H
22

4
,8
20

(
86
0)

2
1

2名

H
23

5
,7
11

(
1,
10
5)

2
5

1名

H
24

6
,0
79

(
1,
21
9)

2
1

1名

H
25

6
,5
09

(
1,
55
6)

3
1

1名

第 三 期

H
26

7
,8
74

(
2,
47
7)

4
8

2名

H
27

1
0,
42
7

(
3,
59
7)

2
9

3名

H
28

1
0,
11
8

(
4,
23
0)

4
8

3名

H
29

1
1,
30
6

(
5,
11
3)

3
5

3名

H
30

1
2,
20
8

(
5,
44
2)

5
2

3名

※
政
令
市
へ
の
移
行
に
伴
い
、

H1
8
以
降
に
つ
い
て
は
堺
市
の
件
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い

大
阪
府
の
児
童
相
談
体
制
の
変
遷
と
本
庁
と
の
連
動

14



組
織
的
か
つ
専
門
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

児
童
福
祉
司
の
不
確
実
性
の
軽
減
の
側
面
を
持
つ児
相
の
一
定
の
組
織
規
模
と

職
員
体
制
が
必
要

児
童
福
祉
司

児
童
福
祉
司

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

幹
部
職
員

児
童
相
談
所
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

専
門
職
の
人
材
養
成

＜
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
＞

多
職
種
に
よ
る
情
報
共
有
と

組
織
的
検
討
・
意
思
決
定

＜
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
＞

専
門
職
と
し
て
の
教
育
・
指
導

組
織
的

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

専
門
職
と
し
て
の

資
質
の
あ
る
S
V

9

15



所
内
で
実
施
さ
れ
る
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
構
造

A
．
ケ
ー
ス
判
断
を
要
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
さ
れ
る
も
の

（
イ
メ
ー
ジ
）

B
．
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
：
主
に
進
捗
管
理
が
目
的

例
）
進
行
管
理
会
議
、
チ
ー
ム
会
議
な
ど

緊 急 受 理 会 議

援 助 方 針 会 議

保
護
の
判
断

援 助 方 針 会 議

一
保
解
除
の
判
断

一 時 保 護 開 始

児 童 福 祉 司 指 導 開 始

一 時 保 護 解 除

一
時
保
護

援 助 方 針 会 議

援 助 方 針 会 議

援 助 方 針 会 議

援
助
過
程
に
お
け
る
重
要
な
判
断
を
行
う
も
の

＝
行
政
処
分
や
法
的
対
応
を
伴
う
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
性
が
高
い
場
合
、
特
に
重
症
度
が
高
い
場
合
等

【
メ
ン
バ
ー
】
所
長
、
次
長
・
課
長
、
ラ
イ
ン
SV
、
担
当
CW
・
CP

援
助
過
程
に
お
け
る
判
断
を
行
う
も
の

＝
行
政
処
分
や
法
的
対
応
を
伴
う
場
合
、
ケ
ー
ス
の
重
症
度
が
高
い
場
合
等

【
メ
ン
バ
ー
】
次
長
・
課
長
、
ラ
イ
ン

SV
、
担
当
CW
・
CP

日
常
的
な
ケ
ー
ス
対
応
に
お
け
る
S
Vを

行
う
も
の

【
メ
ン
バ
ー
】
ラ
イ
ン
SV
、
担
当

CW
・
CP

高 ・ ・ 判 断 の 重 要 度 ・ ・ 低


行
政
権
行
使
に
つ
い
て
判
断
す
る


専
門
職
と
し
て
の
現
場
経
験
を
踏

ま
え
、
法
的
側
面
も
考
慮
し
つ
つ

現
場
を
管
理
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

所
長
等
管
理
者


専
門
的
見
地
か
ら
職
務
遂
行
に
必

要
な
技
術
に
つ
い
て
指
導
・
教
育


専
門
性
と
現
場
経
験
が
、
職
員

の
安
定
に
大
き
く
寄
与
す
る

S
V

（
適
宜
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
）

1
0
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1
1

令
和
２
年
１
月
1
0
日
現
在
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宮島委員 
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子ども家庭福祉領域でソーシャルワークを担う人材の資質と実践力の向上について 

２０２０年２月１９日 日本社会事業大学専門職大学院 宮島 清 

 

 第２回の「資質の向上策に関するワーキング」会議の議題が、資格の在り方とされたこ

とを踏まえ、論点となる事項に関し若干の意見を付してまとめたので提出します。 

なお、事務局作成資料と重なるところも多いのですが、おゆるしください。 

  

＜合意されていると思われる事項＞ 

 

１ 児童相談所や市町村（子ども家庭福祉主管部署。以下同趣旨の場合は省略）等で

ソーシャルワークを担う人材の資質・実践力の向上が必要である。 

   注：マニュアルやツールがあれば、適切な対応ができるという考えは誤りである。 

  

２ 新たな資格を創設するにしても、既存資格の活用を図るにしても、資格さえあれ

ば、現場ですぐに十分な働きができるというようなものではない。 

 注１：多くの論者が、実践経験の積み重ねが重要であると指摘している。 

 注２：児童虐待対応の難しさを前提として議論を進めて来ている。 

 注３：対人援助に関わる他の専門資格でも同様である。 

 

 ３ 個人の力量の向上と同時に、組織的な対応力が重要であり、体制整備が伴わなけれ

ば、確実で効果的な対応はできない。 

 注１：このＷＧは、先に置かれた体制強化を検討するＷＧの議論を引き継いだもの

である。 

 注２：「〇〇さえあれば‥」という議論や施策推進の方向性は、他の重要な施策の

進展を遅らせてしまうことがある。（項目１の注を参照） 

 注３：このことに合意があるかどうかは、求められる資質や実践力を検討する上で

極めて重要である。 

 

 ４ 児童虐待対応で、第１に求められることは、子どもの人権（生きる権利、発達する

権利、その他児童の権利に関する条約で明示された諸権利）を守ることである。 

 注１；優先するべきものが優先されていないという指摘がある。 

 注２：保護者の病理性や個人責任だけを取り上げて反省や改善を求めれば、それで

解決されるような単純なものではない。 

   注３：子どもの権利を守るためには、個人への働きかけはもとより、多様な「シス

テム」への働きかけが重要である。  
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＜これからの検討で前提とすべき事項＞ 

 

１ 資格を検討する際には、以下の２つをそれぞれ別に考えるべきである。 

  ア 初任者に（も）求める資格（以下、Ａ資格とする。） 

  イ スーパーバイザーに求める資格（以下、Ｂ資格とする。） 

  注１：養成の方法、資格付与の在り方は、ＡとＢでは異なると思われる。 

  注２：いずれの場合でも、効果的で現実的な養成と資格付与の在り方が求められる。   

 

２ Ａ資格については、既存の専門資格を活用・基盤とすることが現実的だと考える。 

  しかし、もしも新たな専門職資格を創設する場合にしても、その養成は、①既存の社

会福祉専門職を養成する教育機関等の参入を前提とするか、②行政（国、自治体）が

直接ないし行政から委託を受けた民間団体（教育機関、社会福祉法人、専門職団体

等。）が行うか、③その他の方法で行うかのいずれかであると思われる。 

  注１ ①で行う場合では、それが学生確保にとって優位となり、且つ、新課程を導入

するコスト（講義時間、教育を担う教員の確保、実習施設の確保、教材開発な

ど）に見合うものでなければ担う教育機関は現れないだろう。 

  注２ ①以外では、既存の講習会や研修の充実の域を超えにくいのではないか。 

 

３ Ａ資格については、以下に留意する必要がある。 

 （１）質を担保した上で、一定期間内に一定数の資格保持者を養成する必要がある。 

 （２）自治体が当該資格保持者を採用・配置しなければ（できなければ）意味がない。 

 （３）資格取得後の定着と育成こそが重要である。 

 

４ 家庭裁判所調査官の人材育成システムに近いものを、児童相談所の職員や市町村職員

を対象に導入するとすれば、相当に強い法的な縛りをかけるとともに、それを可能と

する財源等（参加費や旅費、代替要員費の補助程度では到底足りない。）を自治体に対

して手当しなければならない。そもそも家庭裁判所とこれらの機関では、人数や参加

の動機づけが大きく違うので、実現のためのハードルは相当に高いと思われる。 

  注１ これを行うにしても、対象はＢに限定されるだろう。 

  注２ 対象をＢに限っても、全員を対象とするのであれば、相当に大きな数となる。 

  注３ 対象を限定して数か月から半年間の派遣教育・講習を実施するのであれば、実

践力向上の核となり実践的な教育を担える人材を育成する（自治大学校などの例

を参照）ことが先決である。 
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１
子
ど
も
た
ち
は
断
続
的
な
不
登
校
。
特
に
長
男
に
は

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
、
学
校
生
活
に
な
じ
め
な
い
状
況

が
あ
る
。
背
景
に
は
、
保
護
者
の
不
適
切
な
養
育
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）
が
あ
る
と
学
校
や
保
育
所
は
見
て
い
ま
す
。

２
学
校
や
近
隣
（
民
生
児
童
委
員
等
）
に
よ
れ
ば
、
母

親
は
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
近
隣
と
の
付
き
合
い
が
あ

り
ま
せ
ん
。

３
数
年
前
に
現
在
の
住
所
に
転
入
。
持
ち
家
に
居
住
。

住
宅
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
母
方
祖
母
か
ら
の
経
済
的

援
助
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
転
居
に
あ
た
っ
て
三
世

代
同
居
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

４
父
方
の
実
家
は
遠
方
で
あ
る
。

５
母
方
の
叔
母
は
、
遠
方
で
は
な
い
が
、
「
な
か
な
か

動
け
ま
せ
ん
」
と
言
い
協
力
的
と
は
言
え
な
い
そ
う
で

す
。
（
学
校
や
保
育
所
か
ら
の
聴
取
内
容
）

６
父
親
に
連
絡
を
と
っ
て
い
る
が
、
動
い
て
く
れ
な
い

そ
う
で
す
。
（
同
上
）

７
祖
母
は
…

1

ひ
と
り
親
と
し
て

娘
二
人
を
育
て
る

７
０
代

精
神
疾
患

正
社
員

IT
関
連

既
婚
・
幼
児

二
人
を
養
育
中

８
０
代

５
０
代
独
身

４
０
代

４
０
代

叔
母

小
学
生
小
学
生

交
流
な
し

幼
児

※
複
数
事
例
を
合
成
し
た
架
空
事
例

こ
だ
わ
り

強
い

言
葉
の
発
達

が
遅
い

問
１
：
よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
〇
〇
と
い
う
状
況
で
し
た
。

問
２
：
地
域
包
括
支
援
を
阻
ん
で
い
る
も
の
は
何
で
す
か
？

参
考
資
料
：
多
様
な
シ
ス
テ
ム
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